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JAIFA はこれからも、
全国の被災地支援に
取り組んでいきます。

もっ
と元気よく

日本を

www.jaifa.or.jp公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会
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現在のかたちに定着するまで
独自の発展をとげてきました
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第5回  仕事や生活に役立てるミニ知識
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生命保険の学習サイト
JAIFA学習帖
ご活用ください

『Present』9月号は、
スマートフォンでも
読むことができます。



毎月月初にコンテンツ・毎週月曜日に「セールスに
役立つ記事」が追加更新されていきます。

ホーム画面をスマホに
お気に入り登録すれば

さらに便利！
JAIFA学習帖

 「JAIFA学習帖」充実のコンテンツ（内容）紹介

映像で学ぶ生命保険提案
相続、法人・個人への生命保険の提案を学べるツールです。
学習できる主な項目
●相続の基礎
●法人の基礎
●法人への提案
●個人への提案

※注意
「JAIFA学習帖」のコンテンツは、知識習得を目的としていますので、生命保険の募集等には一切使用できません。

まだご登録いただいていない会員は、
今すぐご登録ください。

JAIFA学習帖

生保セールスに��
役立つ記事
保険・金融業界や税
務、社会保障制度な
どについての旬な情
報を、税理士や社会
保険労務士などの
士業や FP、各界の
ジャーナリストなど
専門家が執筆してい
ます。原則、毎週月
曜日に掲載します。

あなたの会費で
制作しております

過去の記事もこちらから見られます。
●お客様訪問時の話題に
●ニーズを訴求する時に
●朝礼のネタに

注目の記事

11月２日から特別公開！
公的保険アドバイザー協会
「公的保険入門セミナー」
動画を特別公開！ !

毎月月初にコンテンツが  
追加されていきます。
● �映像で学ぶ“生命保険提案”� �
9月追加予定：【法人への提案】法人経理　
処理のおさらい

● �リーフレットで学ぶ“保険提案”
（�生命保険提案、相続・法人の自学自習用
のリーフレットです）
9 月追加予定：法人�No.08�雇用保険の
特定受給資格者についてご存じですか？
～離職票の退職理由はしっかり確認しま
しょう～

● �“映像ライブラリー”で調べよう
（�相続・法人の基本用語を映像で解説。
実践に使えるヒントが盛り沢山です）
9月追加予定：【法人】役員退職慰労金



白水性一 昭20・29・38・47・56
平2・11

黒土性二 昭19・28・37・46・55
平元・10 碧木性三 昭18・27・36・45・54・63

平9

緑木性四 昭17・26・35・44・53・62
平8 黄土性五 昭16・25・34・43・52・61

平7

白金性六 昭15・24・33・42・51・60
平6 赤金性七 昭14・23・32・41・50・59

平5

白土性八 昭13・22・31・40・49・58
平4・13 紫火性九 昭12・21・30・39・48・57

平3・12

開運
マダム晶子の九性気学で

今日から

ビジネス運、対人運、金運、あなたの潜在力を活かす

自然界の森羅万象を九つの気に分類している九性気学。人は、生まれ
たときの「気」によって、九つの性に分けられます。「気」は生まれ
年ごとにより違い、それによって「本命性」が決まります。運勢に影
響を与える本命性を知って、あなたの潜在力を活かしませんか?
※開運方位は自宅からみた吉方位になります。

マダム晶子
平成 6 年、鑑定士および講師の資格取得。同年中華民国星相学会の永久会員となり、易学のプロとして世界で通用する資格も取得。現在、企業講演、鑑定、月刊誌への執筆、ラジオ、
テレビ、セミナー教室等で活躍中。著書に『人生を変える幸せの占い革命』『もっと幸せになれる九性気学』、作詞『ジョ・ホールの街』　ネット上でもマダム晶子に出会えます！
マダム晶子開運塾（（株）オフィス一陽）〒 180-0021 東京都武蔵野市桜堤 1-1-7-102　TEL＆FAX：0422-53-8733　http://www.akiko-kaiun.jp

今月の運勢
変化厳禁の今月は自ら流れを変えないことが大事なテーマです。
物事がすっきりしないので、誰もが変身願望を持っている時。特
にあなたは変身変化を望んでしまいそうですから注意しましょう。
ビジネス運は現状維持で過ごすことが優先です。金銭運は良く
ありませんので、計画的な支出をしましょう。社交運は復活や再
会は期待できそうです。

気力、財力、体力が底をついております。動きたくても思うように
展開していかない時です。今月は自分の次へのステップを計画し
て、机上作戦でしっかり計画表を立ててプランを練り込みましょ
う。ビジネス運は若い女性達にアタックしましょう。思いもかけな
い所と結ぶ確率が高いです。金銭運は良くありません。社交運は
遠方からのお誘いが多い時。紹介話へ展開できそうです。

今月は、周囲の目があなたの一挙手一投足を見ています。誰か
らもよく見える高い位置で過ごす今月ですから、よく目立つので
す。離合集散の気も出ていますので、行動振る舞いには気を付
けましょう。ビジネス運はイージーミスをなくしましょう。金銭運
は良くありません。金銭貸借などをしないようにしましょう。社交
運は古い付き合いからのお誘いや旧友等と再会があるでしょう。

発展できる時。しかし、今月は一気に走らないで、周りの状況もよく
確認してから駒を進めましょう。自分の考え方や行動は少しピンボケで
すが、周囲の状況は最高に良く、あなたの味方になってくれそうです。
ビジネス運は情報をしっかり認識して行動しましょう。迷いは禁物です
から思い切って進んでね。金銭運は持ち込まれる話は信用して良いで
しょう。社交運は新しい動きがありません。現状維持で過ごしましょう。

待ち遠しかった盛運期です。ここから運気は一気に良い方向へと進み
ます。今月のあなたは今年の後半を充実させるためにも、奉仕の心
で周囲に尽くしましょう。周りの方々のお世話を焼くこと。ビジネス運
は周りに手を貸すことでステップアップする時。次へのステップの種蒔
きの時です。金銭運は計画的な出銭をしましょう。社交運は今一つ盛
り上がりませんので、新しい動きをしないで現状維持で過ごしましょう。

運勢階段の最上階で過ごす今月は、慢心したくなるほどの好運気で
す。これ以上の成果は望めない時ですから、何事にも謙虚を心が
けて過ごしましょう。やるべきことはただひとつ、自分の内面の強化
をして次への出番を待ちましょう。ビジネス運は謙虚さが今月の売
りですから、腰を低くした姿勢で活動しましょう。金銭運は最高です。
社交運はお預け、次への期待を込めて現状維持です。

願望達成の 1ヵ月です。年頭に願ってきた案件事項が整うのです。自分の
総ての物を整理整頓しておきましょう。机や財布の中、書類などの整理、必
要な物、廃棄処分の物を今月中に片付けておきましょう。ビジネス運は千客
万来です。今までのあなたの信用が遠くまで伝わり、そこから取引になるで
しょう。金銭運も営業利益がアップしてきていますので豊かな金運です。社
交運も上昇中。良い事も悪い事もお誘いの多い時ですから慎重にしてね。

大事な９月の闘いで思うようにビジネスモードにならず、自らも気になると
ころです。夏休みの名残りがあり、お仕事中心になれません。ビジネス運
は組織や身内感覚の人、グループ、団体を見直してみましょう。グループや
団体には、必ず隙間があるはずですから念入りに見てみましょう。金銭運は
夏枯れの様子を呈しています。金銭貸借などしないように心がけて過ごしま
しょう。社交運のお誘いは多い方ですが、中途半端ですから自重しましょう。

闘いを強いられている今月は、身体を休める暇はありません。特
に「動いて、動いて」がテーマの月ですから、しっかりした計画
表を元に働きましょう。その後に大きな成果が付きます。ビジネ
ス運は自分の思う通りの展開をしてください。金銭運は今月の動
きで決まりますから、今は無駄遣いをしないで出銭を控えましょ
う。社交運は深入りすると損をします。ほどほどにしましょう。

開運★東南吉方位～ごく近くの東南で営業活動を。
（目上の人や上司からの恩恵あり、金運アップする）

開運★西南吉方位～ごく近くで営業活動を。
（人との縁が多くできる開運吉方位。是非活用を）

開運★東南吉方位～ごく近くを散歩程度に行きましょう。
（ビッグな商取引になりそう、千客万来を呼び込む）

開運★南吉方位～ここで営業活動を。
（祖母や母、妻などからの思わぬ恩恵がある）

開運★北吉方位～半日程度北の方位の友人を訪ねてみましょう。
（元気なパワーがもらえそう。新しい情報が手に入る）

開運★南大吉方位～ここで商談や営業活動を。
（今までの奉仕の心がここで活きてくる。良い情報が入る、女性が味方）

開運★南大吉方位～開運旅行と営業活動を。
（最大の開運方位の良い気をもらえる )

開運★北大吉方位～ここで営業活動をしましょう。
（新しい引き出しを開けられるかもしれません。スピーディな出会いあり）

開運★南大吉方位～この方位の友達や知人に会いに行きましょう。
（良い流れをつかむ。最大の開運方位、中年以上の女性から支援を受ける）

2021 年 9 月節 9.7▶10.7



C O N T E N T S

本誌をお開きいただきましてありがとうございます。
当協会は、公益法人として、広く国民消費者の皆様に広報
誌をお手に取っていただき、
お役に立てていただけますよう発信しております。

© 公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会教育委員会

JAIFA広報誌「Present」編集部 行
FAX 03-3241-0314
E-mail info@jaifa.or.jp

本誌に対しまして
ご意見、ご感想を
お寄せください。生命保険の知識の向上と一般消費者の利益保護を図

り、国民生活を守るため、公正・適正な業務の運営を
目的とした生命保険募集人の公益団体であり、生命保
険ファイナンシャルアドバイザーとして活動しています。

Japan Association of Insurance and Financial Advisors

公益社団法人 
生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

【JAIFA（ジェイファ）】とは

※ 2021 年の Present は、地球環境の保全保護を考
慮し、大豆油から作られたソイインクと適切に管
理された森林から出された FSC の製品を使用して
います。

環境省では、新型コロナウイルス感染症に係る廃棄物対策についての情報を Web 上で取りまとめており、ご家族や
ごみを収集する作業員の方々にとっても安全な行動を心掛けていただけるようご協力をお願いしています。
環境省「新型コロナウイルスなどの感染症対策のためのご家庭でのごみの捨て方」
https://www.env.go.jp/recycle/waste/sp_contr/infection/leaflet-katei2.pdf
※詳しくは、環境省のホームぺージをご参照ください。

新型コロナウイルス感染症予防のために　

～今年度の表紙は広島にゆかりがある写真を掲載しています～
今月の表紙：「あなごめし」広島・宮島の名物。瀬戸内海の漁師料理「あなごどんぶり」が発祥で、明治30年に宮島駅（現在の宮島口駅）が開業した際、　

駅売弁当として米を商っていた上野他人吉が販売して広まったといわれる。広島名物の牡蠣とあなごは相性がよく、牡蠣筏で牡蠣を
育てる際に牡蠣が出す泥が溜まった泥池にあなごの餌となる小魚等が生息する為、良質なあなごが獲れる。

 マダム晶子の九性気学で 今日から開運

02   特集  
第 5 回　仕事や生活に役立てるミニ知識

     昨今注目を浴びている自転車通勤。
　　　 始める前にチェックしておきたいポイント　　　　　　

　　　自転車で、            　               
心身ともに爽快に通勤！

06   連載
　　  第 5 回　ごちそうの歴史
　　　現在のかたちに定着するまで
　　　独自の発展をとげてきました 
 天ぷら

08   第 77 回　ゼロから学ぶ税金講座
 相続税が確実にゼロですむ究極の相続

10   第 225 回　ありがとう生命保険   
～中学生作文コンクール入賞作品より～

  「夢を支える生命保険」
 岩手県　岩手県立一関第一高等学校附属中学校　1学年　三浦　夕乃

09
/2021

12   第 54 回　社会保険 Q&A
 在職による年金カット、縮小へ
     
13   第 114 回　桐生純子の愛され力   

コミュニケーション術
  【自分を成長させるためのヒント】 

～クリアーな一日の作り出し方～

14   第 199 回　お客様からの感謝の声
 終生癒えることのない長男との別れの哀しみ。      

たくさんの思い出と温かい人達を
　　 遺してくれた
 
18   第 126 回　思わず伝えたくなる！   

お金にまつわるエトセトラ
つみたて NISA の利用者が 300 万人突破

19   第 41 回　想いをつなぐ
 「ヘルプマーク」の普及であらゆる方が　　　

住みやすい社会形成に役立てたい

20    第 41 回　JAIFA VOICE
 山形県社会福祉協議会へ  　　　　　　　　

タオル1 本運動の活動を行いました

「Present」の語源には「現代・今」という意味があります。
一人ひとりの大切な今日に感謝の気持ちを込めて

「プレゼント」を贈ります。

01 2021  |  September
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の
高
ま
り
や

新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
に
よ
り
、
日
常
の
足
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
だ
け
で
は
な
く
、

通
勤
に
自
転
車
を
取
り
入
れ
る
人
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

自
転
車
通
勤
の
始
め
方
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

第 　 回5
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特集

仕事や生活に役立て
る

ミニ知識ミニ知識

可
能
で
す
。
い
つ
も
と
違
う
コ
ー
ス
を
選
ぶ
こ
と

で
、
新
た
な
お
店
の
発
見
に
も
つ
な
が
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

・
健
康
効
果
が
期
待
で
き
る

仕
事
に
追
わ
れ
て
運
動
時
間
の
取
れ
な
い
人
で

も
、
自
転
車
な
ら
通
勤
し
な
が
ら
有
酸
素
運
動
に

な
り
ま
す
。
体
力
向
上
と
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
も
期

待
で
き
そ
う
で
す
。

【
デ
メ
リ
ッ
ト
】

・
駐
輪
場
の
確
保
が
で
き
な
い
こ
と
も

勤
務
先
に
駐
輪
場
が
な
け
れ
ば
、
自
分
自
身
で

公
共
の
駐
輪
場
を
探
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

自
転
車
通
勤
を
認
め
て
い
な
い
会
社
も
あ
り
ま
す

の
で
、
会
社
規
則
の
確
認
も
必
要
で
す
。

・
天
候
の
影
響
を
受
け
や
す
い

朝
の
通
勤
時
は
晴
れ
て
い
た
の
に
、
帰
り
は
雨

に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
、
自
転
車
通
勤
は
天
候
の
影

響
を
大
き
く
受
け
る
こ
と
に
。
近
年
増
え
て
い
る
、

ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
へ
の
対
策
も
必
要
で
す
。

・
夏
場
の
暑
さ
と
日
焼
け

夏
場
は
気
温
の
上
昇
で
汗
を
か
く
量
も
多
く
な

り
ま
す
か
ら
、
着
替
え
の
準
備
も
必
要
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
紫
外
線
対
策
と
し
て
、
日
焼
け
止
め
や
肌

を
露
出
さ
せ
な
い
服
装
の
工
夫
も
必
要
で
す
。

・
事
故
の
リ
ス
ク
に
注
意

車
と
一
緒
に
公
道
を
走
る
自
転
車
通
勤
は
、交
通

事
故
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル

を
守
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
高
額
な
賠
償
に
備
え

て
自
転
車
保
険
な
ど
へ
の
加
入
も
必
須
で
す
。

自
転
車
は
ど
ん
な
種
類
が
よ
い
？

ひ
と
口
に
自
転
車
と
い
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
日
常
使
っ
て
い

る
シ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
で
も
大
丈
夫
で
す
が
、
ど
う

せ
な
ら
よ
り
楽
に
快
適
に
走
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ

プ
の
自
転
車
を
選
ぶ
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
ス
ポ
ー

ツ
サ
イ
ク
ル
な
ら
、自
転
車
通
勤
だ
け
で
は
な
く
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
に
も
使
用
可
能
で
す
。

お
す
す
め
な
の
は
、「
ク
ロ
ス
バ
イ
ク
」
ま
た

は
「
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
」
で
す
。
フ
レ
ー
ム
の
素
材

や
変
速
機
な
ど
の
装
備
の
グ
レ
ー
ド
に
よ
っ
て
、

多
く
の
種
類
が
あ
り
金
額
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
自

分
自
身
の
自
転
車
ス
タ
イ
ル
や
予
算
に
合
わ
せ
て

選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
ク
ロ
ス
バ
イ
ク
】

一
見
す
る
と
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
タ
イ
ヤ
を

細
く
し
た
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
が
特
徴
で
す
。
ハ
ン

ド
ル
は
一
文
字
タ
イ
プ
で
車
体
も
軽
く
、
初
心
者

で
も
乗
り
や
す
い
た
め
、
多
く
の
自
転
車
通
勤
者

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
街
乗
り
か
ら
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ま
で
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
に
使
え
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
発
売
さ
れ
て
お

り
、
価
格
帯
も
10
万
円
以
内
の
も
の
が
多
く
揃
っ

て
い
る
の
で
、
最
初
の
一
台
と
し
て
も
選
び
や
す

い
で
し
ょ
う
。

【
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
】

舗
装
さ
れ
た
道
路
を
高
速
で
走
る
た
め
の
自
転

車
で
す
。
ク
ロ
ス
バ
イ
ク
と
の
一
番
の
違
い
は
、
ハ

ン
ド
ル
の
形
状
で
す
。
ハ
ン
ド
ル
の
先
端
に
か
け

て
U
字
型
に
曲
が
る
、
い
わ
ゆ
る
“
ド
ロ
ッ
プ
ハ

ン
ド
ル
”
が
大
き
な
特
徴
で
す
。
ま
た
、
ハ
ン
ド
ル

の
位
置
も
低
く
前
傾
姿
勢
も
き
つ
く
な
り
、
タ
イ

ヤ
は
よ
り
細
く
高
圧
な
空
気
を
入
れ
て
走
り
ま
す
。

価
格
帯
は
10
万
円
以
上
が
中
心
で
、
中
に
は
数

十
万
円
か
ら
百
万
円
近
い
高
級
タ
イ
プ
ま
で
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
ク
ロ
ス
バ
イ
ク
で
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
ク

ル
に
慣
れ
て
か
ら
、
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
に
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
す
る
人
も
多
く
い
ま
す
。

ロードバイク

クロスバイク
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自
転
車
以
外
の
ア
イ
テ
ム
も
準
備
！

安
心
し
て
自
転
車
通
勤
す
る
た
め
に
必
要
な
、

安
全
装
備
や
便
利
な
グ
ッ
ズ
も
あ
り
ま
す
の
で
、

予
算
に
応
じ
て
取
り
揃
え
ま
し
ょ
う
。

【
ヘ
ル
メ
ッ
ト
】

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
必
ず
か
ぶ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
自
転
車
は
転
倒
の
リ
ス
ク
が
あ
り
、
万
一
の
と

き
に
頭
部
を
守
る
た
め
に
も
必
須
の
も
の
。
警
察

庁
に
よ
る
と
、
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
で
亡

く
な
っ
た
人
の
約
60
％
は
、
頭
部
に
致
命
傷
を

負
っ
て
い
る
そ
う
で
す（
※
2
）。

国
内
・
海
外
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
発
売
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
国
内
メ
ー
カ
ー
の
も
の

が
お
す
す
め
。
海
外
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
、
外
国
人

の
頭
の
形
状
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
て
い
る
た
め
、

頭
の
形
が
日
本
人
に
は
合
わ
な
い
こ
と
も
あ
る
た

め
で
す
。
店
頭
で
試
着
し
て
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

【
グ
ロ
ー
ブ
】

安
全
装
備
と
し
て
も
う
一
つ
用
意
し
た
い
の
が

「
グ
ロ
ー
ブ
」
で
す
。
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
と
き
の

グ
リ
ッ
プ
力
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
衝
撃
吸
収

の
パ
ッ
ド
が
路
面
の
振
動
を
和
ら
げ
、
転
倒
し
た

と
き
に
は
手
の
保
護
に
も
な
り
ま
す
。
夏
場
は
、

指
な
し
タ
イ
プ
の
も
の
が
涼
し
い
で
し
ょ
う
。

【
サ
ン
グ
ラ
ス
】

自
転
車
で
走
る
と
、
風
圧
や
眩
し
さ
で
目
が
開
け

ず
ら
く
な
る
こ
と
も
。
そ
ん
な
と
き
に
は
サ
ン
グ

ラ
ス
が
便
利
で
す
。
紫
外
線
、
ホ
コ
リ
や
虫
か
ら
目

を
保
護
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
レ
ン
ズ
の
カ
ラ
ー

は
夜
間
走
行
の
こ
と
も
考
え
る
と
、
濃
い
色
の
レ

ン
ズ
は
避
け
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

【
前
後
ラ
イ
ト
】

夜
間
や
暗
い
場
所
を
自
転
車
で
走
る
場
合
は
、

道
路
交
通
法
で
ラ
イ
ト
の
装
着
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
周
囲
を
ラ
イ
ト
で
照
ら
す
こ
と
以
外

に
も
、
周
囲
の
人
や
車
に
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ

る
意
味
合
い
が
あ
り
ま
す
。
前
方
だ
け
で
は
な
く

後
方
に
も
発
光
式
の
ラ
イ
ト
を
付
け
る
と
よ
り

安
全
で
す
。
電
池
式
や
U
S
B
で
充
電
で
き
る

L
E
D
タ
イ
プ
の
ラ
イ
ト
が
主
流
に
な
っ
て
い

ま
す
。

【
鍵
と
ス
タ
ン
ド
】

ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
ク
ル
は
、
シ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
の

よ
う
な
サ
ー
ク
ル
型
の
鍵
や
ス
タ
ン
ド
は
付
い
て

い
ま
せ
ん
。
盗
難
防
止
や
駐
輪
の
た
め
に
も
、
こ

れ
ら
の
ア
イ
テ
ム
が
必
要
で
す
。
鍵
は
柵
や
電
柱

な
ど
に
く
く
り
つ
け
る
こ
と
を
想
定
す
る
と
、
長

め
の
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ッ
ク
が
便
利
で
す
。

【
泥
除
け
】

雨
の
日
は
自
転
車
通
勤
し
な
い
と
い
う
人
が
ほ

と
ん
ど
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
雨
が
や
ん

で
い
た
と
し
て
も
、
泥
除
け
の
な
い
ス
ポ
ー
ツ
サ

イ
ク
ル
で
水
た
ま
り
を
走
る
と
、
背
中
に
泥
水
が

付
着
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ス
ー
ツ
で
自
転
車
通
勤

を
考
え
て
い
る
人
な
ら
、
泥
除
け
は
必
須
の
ア
イ

テ
ム
で
す
。
常
時
、
自
転
車
に
装
着
す
る
タ
イ
プ

で
な
く
、
サ
ド
ル
に
挟
ん
で
つ
け
る
タ
イ
プ
の
泥

除
け
な
ら
、
簡
単
に
着
脱
で
き
て
便
利
で
す
。

【
ベ
ル
ク
ロ
テ
ー
プ
】

意
外
に
見
落
と
し
が
ち
な
の
が「
ズ
ボ
ン
の
裾
」

対
策
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
ク
ル
は
、
基
本
的
に

チ
ェ
ー
ン
ガ
ー
ド
が
付
い
て
い
な
い
の
で
、
ペ
ダ

ル
を
漕
い
で
い
る
と
、
チ
ェ
ー
ン
の
油
で
ズ
ボ
ン

の
裾
が
汚
れ
た
り
、
チ
ェ
ー
ン
に
巻
き
こ
ま
れ
る

こ
と
も
。
そ
の
た
め
に
は
、「
ベ
ル
ク
ロ
テ
ー
プ
」

な
ど
、
マ
ジ
ッ
ク
テ
ー
プ
タ
イ
プ
の
ベ
ル
ト
で
ズ

ボ
ン
の
裾
は
止
め
て
お
く
よ
う
に
し
ま
す
。
ベ
ル

ク
ロ
テ
ー
プ
は
、
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
も

購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

公
道
の
走
り
方
や
注
意
点
は
？

自
転
車
通
勤
を
始
め
る
前
に
は
、
事
前
に
ス
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※1�au損保ＨＰ�東京都の「自転車通勤」に新型コロナが与えた影響を調査�　https://www.au-sonpo.co.jp/corporate/news/detail-240.html
※2�警察庁 HP�交通安全のための情報�　https://www.npa.go.jp/bureau/traffic/anzen/toubuhogo.html
※3�警視庁「交通安全情報」　https://www.keishicho.metro.tokyo.jp/kotsu/jikoboshi/torikumi/kotsu_joho/bicycle.files/20200316.pdf
※4�au損保ＨＰ��「自転車保険の加入義務化」ってなに？　https://www.au-sonpo.co.jp/pc/bycle/obligation/

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
地
図
ア
プ
リ
な
ど
で
、
自
宅
か

ら
会
社
ま
で
の
ル
ー
ト
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
あ

る
い
は
、
ハ
ン
ド
ル
に
ス
マ
ホ
を
取
り
付
け
て
サ

イ
ク
リ
ン
グ
用
の
ア
プ
リ
を
使
え
ば
、
そ
の
都
度

最
適
な
ル
ー
ト
を
ガ
イ
ド
し
て
く
れ
ま
す
。

ル
ー
ト
選
び
の
際
は
、
最
短
距
離
を
選
び
が
ち

で
す
が
、
途
中
に
交
通
量
の
多
い
国
道
を
走
る
場

合
な
ど
で
は
、
事
故
の
リ
ス
ク
も
高
ま
り
ま
す
。

最
近
で
は
、
自
転
車
専
用
レ
ー
ン
も
整
備
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、ま
だ
ま
だ
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

多
少
時
間
は
か
か
っ
て
も
、
交
通
量
の
少
な
い
住

宅
街
や
、
な
る
べ
く
信
号
の
少
な
い
道
を
選
ん
で

走
れ
ば
精
神
的
に
も
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
ま
す
。

自
転
車
は
道
路
交
通
法
上
で
は
軽
車
両
に
当
た

り
ま
す
か
ら
、
車
道
と
歩
道
の
区
別
が
あ
る
と
こ

ろ
で
は
、
車
道
を
走
る
の
が
原
則
で
す
。
こ
の
場

合
、
あ
り
が
ち
な
事
故
と
し
て
、
駐
停
車
中
の
車

の
右
側
を
走
る
と
き
に
ド
ア
が
開
い
て
ぶ
つ
か
る

事
故
で
す
。
な
る
べ
く
車
と
の
距
離
を
と
っ
て
走

る
こ
と
や
、
緊
急
時
に
対
応
で
き
る
ス
ピ
ー
ド
で

走
る
心
構
え
も
必
要
で
す
。

自
転
車
保
険
も
必
須
に
！

車
だ
け
で
は
な
く
、
対
人
事
故
へ
の
備
え
も
大

切
で
す
。
過
去
に
、
小
学
生
の
乗
っ
た
自
転
車
が

60
歳
代
の
女
性
と
正
面
衝
突
し
、
女

性
は
頭
蓋
骨
骨
折
な
ど
で
意
識
が
戻

ら
な
く
な
っ
た
事
故
に
対
し
て
、
平

成
25
年
7
月
4
日
・
神
戸
地
裁
の
判

決
で
9,
5
2
1
万
円
の
高
額
賠
償
事

例
も
あ
り
ま
す（
※
3
）。

こ
う
い
っ
た
背
景
か
ら
、
自
治
体

に
よ
っ
て
は
自
転
車
を
乗
る
際
に

自
転
車
保
険
へ
の
加
入
を
義
務
付

け
て
い
ま
す
。
au
損
保
の
調
査（
※

4
）
に
よ
る
と
、
全
国
で
23
自
治
体

（
令
和
3
年
6
月
時
点
）
が
自
転
車
保

険
な
ど
へ
の
加
入
を
義
務
化
し
て

い
ま
す
。

自
転
車
保
険
は
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で

も
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
る
他
、

自
転
車
保
険
で
な
く
て
も
、
自
動

車
保
険
や
火
災
保
険
に
オ
プ
シ
ョ

ン
で
付
け
る
「
個
人
賠
償
責
任
特

約
」
で
も
、
他
人
へ
の
賠
償
に
備

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら

の
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

特
約
が
つ
い
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
補
償
内
容
を
確
認

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　自転車通勤のために、あえて専用自転車を用意しなくても、家にあるシティサイクル、
いわゆる“ママチャリ”があれば、少しいじるだけでも、意外と快適に走れるようになります。
調整するポイントは、「サドルとハンドルの高さ」「タイヤの空気圧」です。
　サドルの高さは、座ってペダルに足をのせてペダルが一番下の位置になったときに、膝が軽く
曲がる程度に上げてみましょう。通常だと、停止したときの足付きを重視して低めになって
いるものです。
　ハンドルについては、サドルとは反対に下げてみましょう。アーレンキー（六角レンチ）
が必要なので、サドルの調整よりも少々手間がかかりますが、下げることで乗車時のポジショ
ンが前傾姿勢となり、体重が分散されて体への負担が軽減されます。
　また、タイヤの空気圧はタイヤを両サイドからつまんだときに、パンパンになるように空
気を入れてみましょう。転がり抵抗が少なくなり、軽快に走れるようになります。
　これだけの調整でも、通勤仕様になります。スポーツサイクルを購入する前に、一度試し
てみてはいかがでしょうか。

＜コラム＞ 最初はママチャリでも大丈夫？
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歴史歴史
第

回ごちそうのごちそうの

代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　

16
世
紀
後
半
に
南
蛮
貿
易
が
始
ま
る
と
、
貿

易
の
拠
点
で
あ
る
長
崎
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
宣

教
師
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
や
文
化
が
流

入
し
ま
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
天
ぷ
ら
の
ル
ー

ツ
で
あ
る
、
魚
や
野
菜
に
衣
を
つ
け
て
揚
げ
る

南
蛮
料
理
。
た
だ
し
、
こ
の
揚
げ
物
は
現
在
の

天
ぷ
ら
と
は
異
な
り
、
衣
自
体
に
塩
、
砂
糖
、

酒
な
ど
で
し
っ
か
り
と
味
が
つ
い
て
お
り
、
つ

ゆ
も
塩
も
つ
け
ず
に
そ
の
ま
ま
食
べ
る
の
が
特

徴
。
食
感
も
ふ
ん
わ
り
と
柔
ら
か
で
、
フ
リ
ッ

タ
ー
の
よ
う
な
料
理
で
し
た
。

　

食
用
油
が
貴
重
な
時
代
に
お

い
て
こ
の
料
理
が
庶
民
の
口
に

入
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
レ
シ
ピ
と
文
化

は
長
崎
の
地
に
根
付
き
、
郷
土
料

理
「
長
崎
天
ぷ
ら
」
と
し
て
今
も

広
く
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、「
天
ぷ
ら
」
の
語
源

に
つ
い
て
は
今
も
定
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
調

理
や
味
付
け
を
意
味
す
る
「
テ
ン

出
会
い
の
き
っ
か
け
は
南
蛮
貿
易

出
会
い
の
き
っ
か
け
は
南
蛮
貿
易

　

サ
ク
ッ
と
心
地
よ
い
食
感
の
衣
が
、
旬
の
魚

介
類
や
野
菜
の
お
い
し
さ
を
引
き
立
て
る
「
天

ぷ
ら
」。
寿
司
、
す
き
焼
き
、
ラ
ー
メ
ン
な
ど

と
並
ん
で
世
界
的
な
知
名
度
を
誇
る
日
本
料
理

の
ひ
と
つ
で
す
が
、
そ
の
起
源
は
安
土
桃
山
時

ペ
ロ
」
や
、
魚
や
野
菜
を
揚
げ
て
食
べ
る
習
慣

が
あ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
斎
日
「
テ
ン
ポ
ラ
」

な
ど
か
ら
転
じ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

上
方
文
化
を
経
て
江
戸
の
名
物
に

上
方
文
化
を
経
て
江
戸
の
名
物
に

17
世
紀
に
入
る
と
、
長
崎
天
ぷ
ら
は
京
都
・

大
阪
な
ど
の
上
方
文
化
圏
に
伝
来
。
衣
に
は
あ

ま
り
味
を
つ
け
ず
、
主
に
野
菜
な
ど
の
非
動
物

性
の
食
材
を
使
い
、
だ
し
や
塩
を
つ
け
て
食
べ

る
な
ど
、
上
方
の
食
文
化
を
反
映
し
て
発
展
を

遂
げ
ま
し
た
。
上
方
で
は
こ
の
料
理
は
衣
を
つ

け
て
揚
げ
る
こ
と
か

ら
「
つ
け
揚
げ
」
と

呼
び
、
衣
を
つ
け
ず

に
魚
の
す
り
身
を
揚

げ
た
、い
わ
ゆ
る
「
さ

つ
ま
揚
げ
」
を
「
て

ん
ぷ
ら
」
と
呼
ん
で

い
ま
し
た
。
こ
の
名

称
は
今
で
も
西
日
本

を
中
心
に
定
着
し
て

い
ま
す
。

日々の生活に根ざした定番料理の歴史やルーツを探る
「ごちそうの歴史」。前回ご紹介した「かき氷」に続いて

今回取り上げるのは「天ぷら」。数百年前に伝来した
南蛮料理を起源とし、300 余年の時を経て
独自の発展を遂げた日本料理の代表格です。

5

天ぷら

■「たね七分 腕三分」の料理といわれる天ぷら。食材  
の良し悪しが味を左右する。
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歴史歴史
第

回ごちそうのごちそうの
や
が
て
、
食
用
油
の
生
産
量
が
増
え
て
き
た

こ
と
で
庶
民
で
も
揚
げ
物
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
長
崎
に
伝
わ
っ
て
上
方
で
発
展
し
た

天
ぷ
ら
は
、
江
戸
幕
府
が
開
府
し
て
間
も
な
く

江
戸
に
伝
来
。
日
本
橋
川
沿
い
に
で
き
た
魚
河

岸
の
近
く
で
、
魚
介
類
に
衣
を
つ
け
て
揚
げ
る

立
ち
食
い
屋
台
が
登
場
し
ま
し
た
。

江
戸
の
天
ぷ
ら
は
衣
に
は
ほ
と
ん
ど
味
が
つ

い
て
お
ら
ず
、
揚
げ
た
て
を
串
に
刺
し
て
提
供

し
、
天
つ
ゆ
を
つ
け
て
食
べ
る
と
い
う
フ
ァ
ス

ト
フ
ー
ド
感
覚
の
食
べ
物
で
し
た
。
揚
げ
油
に

は
主
に
ご
ま
油
を
使
用
し
て
い
た
た
め
当
初
は

「
ご
ま
揚
げ
」
と
い
う
名
前
で
呼
ば
れ
て
お
り
、

次
第
に
天
ぷ
ら
の
名
称
が
一
般
化
。
初
め
の

頃
は
江
戸
前
の
魚
を
使
っ
た
も
の
だ
け
を
天
ぷ

ら
と
呼
び
、
野
菜
な
ど
を
揚
げ
た
も
の
は
「
あ

げ
も
の
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
区
別
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、次
第
に
そ
の
境
界
が
あ
い
ま
い
に
。

い
つ
し
か
具
材
を
問
わ
ず
天
ぷ
ら
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
、
天
ぷ
ら
は
江
戸
の
郷
土
料
理

「
江
戸
前
天
ぷ
ら
」
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
る

名
物
に
な
り
ま
し
た
。

豪
華
で
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豪
華
で
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
衆
的
で
も
あ
る
天
ぷ
ら

大
衆
的
で
も
あ
る
天
ぷ
ら

江
戸
時
代
に
お
い
て
天
ぷ
ら
は
寿
司
、
う
な

ぎ
、そ
ば
と
並
ぶ
人
気
の
屋
台
料
理
で
し
た
が
、

幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
、
天
ぷ
ら
料
理

の
専
門
店
や
料
亭
な
ど
店
舗
を
構
え
る
職
人
が

現
れ
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
衣
に
そ
ば
粉
や
卵

黄
を
多
く
加
え
て
椿
油
で
揚
げ
た
「
金
ぷ
ら
」

や
、卵
白
を
使
っ
て
白
く
仕
上
げ
た
「
銀
ぷ
ら
」

な
ど
も
誕
生
し
、

揚
げ
る
素
材
や

油
の
種
類
を
厳

選
す
る
な
ど
調

理
法
も
洗
練
。

さ
ら
に
、
材
料

や
道
具
を
持
ち

込
ん
で
客
の
前

で
天
ぷ
ら
を
揚

げ
る
出
前
ス
タ

イ
ル
の
「
出
揚

げ
天
ぷ
ら
」
や
、

小
さ
な
座
敷
で

天
ぷ
ら
を
提
供
す
る
「
お
座
敷
天
ぷ
ら
」
な
ど

も
登
場
し
、
天
ぷ
ら
は
庶
民
の
料
理
で
あ
る
と

同
時
に
高
級
料
理
と
し
て
の
地
位
も
確
立
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
１
９
２
３
年
に
関
東
大
震
災
が
発

生
し
、
地
震
、
火
災
、
津
波
に
よ
り
多
く
の
建

物
が
倒
壊
。
東
京
の
天
ぷ
ら
店
も
甚
大
な
被
害

を
受
け
ま
す
が
、
職
を
失
っ
た
天
ぷ
ら
職
人
が

日
本
各
地
に
移
り
住
ん
だ
こ
と
で
江
戸
前
天
ぷ

ら
の
技
法
が
全
国
に
伝
わ
り
、
東
西
の
交
流
に

よ
っ
て
上
方
な
ら
で
は
の
塩
を
つ
け
る
食
べ
方

が
東
京
に
伝
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
太
平
洋
戦
時
下
に
お
い
て
は
食
料

不
足
の
た
め
天
ぷ
ら
は
め
っ
た
に
食
べ
ら
れ
な

い
ご
ち
そ
う
に
な
り
ま
す
が
、
戦
後
の
高
度
経

済
成
長
や
食
用
油
の
生
産
量
増
加
に
伴
い
家
庭

で
も
手
軽
に
揚
げ
物
が
作
れ
る
よ
う
に
な
り
、

庶
民
の
料
理
と
し
て
の
天
ぷ
ら
が
復
活
。ま
た
、

１
９
８
９
年
に
は
熟
練
し
た
職
人
が
い
な
く
て

も
天
ぷ
ら
が
作
れ
る
オ
ー
ト
フ
ラ
イ
ヤ
ー
を
導

入
し
た
天
ぷ
ら
・
天
丼
チ
ェ
ー
ン
店
が
開
業
。

外
食
で
も
お
い
し
い
天
ぷ
ら
を
低
価
格
で
味
わ

え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

★次回 11 月号掲載となります。

■巻物に描かれた江戸時代の生活文化の様子。左から天ぷら屋、
するめ屋、四文屋の屋台。鍬形蕙斎「近世職人尽絵詞」
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第　　 回

　
　２

分
の
１
か
１
億
６
０
０
０
万
円

　

相
続
税
に
は
「
配
偶
者
の
税
額
軽
減
」
と

い
う
規
定
が
あ
っ
て
、
配
偶
者
に
は
相
続
税

が
あ
ま
り
か
か
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

夫
が
死
亡
し
て
妻
が
財
産
を
引
き
継
い

だ
場
合
、
相
続
税
が
優
遇
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
か
？

　

そ
う
だ
よ
。
多
く
の
場
合
、
夫
が
亡
く

な
っ
た
場
合
、
妻
が
財
産
を
取
得
す
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
け
ど
、そ
の
場
合
、妻
が
負
担
す

ABA

べ
き
相
続
税
は
大
き
く
軽
減
さ
れ
る
ん
だ
。

　

具
体
的
に
は
ど
の
く
ら
い
軽
減
さ
れ
る

の
で
す
か
？

　

軽
減
さ
れ
る
相
続
税
の
額
は
別
掲
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
…
…
。

　

た
し
か
に
、
こ
の
規
定
は
複
雑
で
わ
か

り
に
く
い
。
か
い
つ
ま
ん
で
い
う
と
、
次
の

と
お
り
だ
。

　

亡
く
な
っ
た
人
す
な
わ
ち
被
相
続
人
の
配

偶
者
が
財
産
を
相
続
し
た
場
合
、
配
偶
者
が

取
得
し
た
財
産
の
額
が
、
①
配
偶
者
の
法
定

BABA

相
続
分
相
当
額
、
②

１
億
６
０
０
０
万
円

の
い
ず
れ
か
多
い
ほ

う
の
額
ま
で
で
あ
れ

ば
、
配
偶
者
は
税
負

担
は
ゼ
ロ
で
済
む
。

　

法
定
相
続
分
か

１
億
６
０
０
０
万
円

ま
で
相
続
し
て
も
無

税
、
と
い
う
こ
と
で

す
か
。

　

い
ず
れ
か
「
多

い
ほ
う
ま
で
」
と
い

う
点
が
ポ
イ
ン
ト
だ

よ
。
わ
か
り
や
す
い

よ
う
に
具
体
例
で
説
明
し
よ
う
。
夫
が
亡
く

な
り
相
続
人
が
妻
と
子
ど
も
の
場
合
、
妻
の

法
定
相
続
分
は
２
分
の
１
だ
。
こ
の
場
合
、

妻
が
取
得
し
た
財
産
が
半
分
―
―
法
定
相
続

分
で
あ
る
２
分
の
１
―
―
以
下
で
あ
れ
ば
、

そ
の
額
が
い
く
ら
で
あ
っ
て
も
配
偶
者
に
は

相
続
税
の
負
担
は
生
じ
な
い
。

BA

77

相続税が
確実にゼロですむ
究極の相続

配偶者の税額軽減

「
配
偶
者
の
税
額
軽
減
」
―
―
相
続
の
際
、
配
偶
者
が
負
担
す
る
相
続
税
は
こ
の
措
置
に

「
配
偶
者
の
税
額
軽
減
」
―
―
相
続
の
際
、
配
偶
者
が
負
担
す
る
相
続
税
は
こ
の
措
置
に

よ
り
大
き
く
減
じ
ら
れ
る
。
他
の
相
続
人
に
税
負
担
が
生
じ
て
も
、
配
偶
者
の
納
め
る

よ
り
大
き
く
減
じ
ら
れ
る
。
他
の
相
続
人
に
税
負
担
が
生
じ
て
も
、
配
偶
者
の
納
め
る

べ
き
相
続
税
は
ゼ
ロ
で
済
む
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
も
し
、
相
続
人
が
配
偶
者
一
人

べ
き
相
続
税
は
ゼ
ロ
で
済
む
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
も
し
、
相
続
人
が
配
偶
者
一
人

だ
け
な
ら
…
…
。

だ
け
な
ら
…
…
。

　　　　　　A　　　　　　
　　　　　　　　　 　　　　　　　　       相続税の課税価格の合計額 B
A は次の①、②のうち少ないほうの金額
① B ×配偶者の法定相続分（1 億 6000 万円に満たないときは 1 億 6000 万円）
②配偶者の取得した財産の価額（課税価格）

配偶者の税額軽減額 ＝ 相続税の総額 × 
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第　　 回

★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

配
偶
者
の
法
定
相
続
分
は
必
ず
し
も
２
分
の

１
と
は
限
ら
な
い
。

　

被
相
続
人
に
子
ど
も
が
い
な
い
ケ
ー
ス

で
す
ね
。

　

そ
う
、た
と
え
ば
、子
ど
も
が
い
な
く
て
、

相
続
人
が
妻
と
被
相
続
人
の
兄
弟
姉
妹
の
場

合
は
、
妻
の
法
定
相
続
分
は
４
分
の
３
だ
。

　

そ
の
場
合
は
、
遺
産
の
４
分
の
３
ま
で

妻
が
取
得
し
て
も
相
続
税
は
か
か
ら
な
い
と

い
う
わ
け
で
す
ね
。

　

そ
う
だ
ね
。
も
し
、
相
続
人
が
妻
１
人

だ
け
―
―
亡
く
な
っ
た
人
に
子
ど
も
が
な
く
、

親
や
祖
父
母
も
す
で
に
死
亡
し
て
い
て
兄
弟

も
い
な
い
―
―
と
い
う
ケ
ー
ス
は
妻
の
法
定

相
続
分
が
１
、す
な
わ
ち
１
０
０
％
に
な
る
。

　

つ
ま
り
、
そ
の
場
合
―
―
妻
以
外
に
身

寄
り
が
な
い
場
合
は
、
妻
が
す
べ
て
の
遺
産

を
引
き
継
い
で
、
し
か
も
相
続
税
は
ゼ
ロ
で

す
む
…
…
「
後
妻
業
」
の
世
界
で
す
ね
。

　

小
説
や
ド
ラ
マ
の
世
界
だ
け
で
な
く
、

相
続
税
ゼ
ロ
で
全
財
産
を
取
得
で
き
る
こ

と
は
現
実
に
あ
り
え
る
ん
だ
。

BABABA

　

そ
の
場
合
は
、
１
億
６
０
０
０
万
円
を

超
え
て
い
て
も
無
税
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

そ
う
い
う
こ
と
。
も
ち
ろ
ん
、
残
り
を

相
続
し
た
子
ど
も
た
ち
に
は
相
続
税
が
か

か
る
よ
。

２
回
目
の
相
続
で
高
負
担
も

　

法
定
相
続
分
よ
り
も
１
億
６
０
０
０
万
円

の
ほ
う
が
多
く
な
る
ケ
ー
ス
と
い
う
の
は
？

　

遺
産
の
額
が
１
億
６
０
０
０
万
円
以
下

で
あ
れ
ば
、
妻
が
全
財
産
を
相
続
す
れ
ば
―

―
法
定
相
続
分
を
超
え
て
い
て
も
―
―
相
続

税
は
か
か
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
よ
。
相

続
税
は
取
得
し
た
財
産
の
額
に
応
じ
て
負
担

す
る
の
で
、
子
ど
も
が
相
続
し
な
け
れ
ば
子

ど
も
に
は
そ
も
そ
も
相
続
税
は
生
じ
な
い
。

妻
の
分
は
「
配
偶
者
の
税
額
軽
減
」
で
ゼ
ロ

に
な
る
。

　

と
い
う
こ
と
は
、
遺
産
が
１
億
６
０
０
０
万

円
以
下
な
ら
妻
が
す
べ
て
相
続
し
た
ほ
う
が

い
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
、
相
続
税
の
負
担

BABAB

を
考
え
る
と
。

　

た
し
か
に
そ
れ
は
そ
の
と
お
り
だ
。
た

だ
し
、
一
般
的
に
妻
は
死
亡
し
た
夫
と
同

年
代
な
の
で
、
近
い
将
来
、
も
う
１
回
相

続
―
―
妻
の
相
続
が
起
こ
る
こ
と
に
な
る
。

妻
が
最
初
の
相
続
で
す
べ
て
の
財
産
を
相

続
し
て
い
る
と
２
回
目
の
相
続
で
遺
産
が

多
く
な
る
の
で
相
続
税
の
負
担
が
大
き
く

な
る
。
つ
ま
り
、
最
終
的
に
子
ど
も
の
世

代
に
財
産
が
移
る
に
は
２
回
の
相
続
を
経

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
１
回
目
の
税
負
担

を
ゼ
ロ
で
済
ま
し
２
回
目
で
多
く
負
担
す

る
か
、
１
回
目
に
多
く
払
っ
て
２
回
目
は

少
な
く
済
ま
す
か
、
と
い
う
問
題
な
ん
だ
。

相
続
人
が
妻
一
人
な
ら
…
…

　

な
る
ほ
ど
。
１
回
目
で
子
ど
も
が
多
く

相
続
す
れ
ば
、
２
回
目
は
、
相
続
税
は
少
な

く
済
む
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

そ
う
、
２
回
ト
ー
タ
ル
で
の
税
負
担
を

考
え
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
だ
よ
。と
こ
ろ
で
、

ABA
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新刊のご案内

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
生
命
保
険
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
益
財
団
法
人
生
命
保
険

文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
第
58
回
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
生
命
保
険

このコーナーは公益財団法人生命保険文化センターのご協力を得て作成されています。生命保険文化センターでは、
生命保険にまつわるさまざまな情報を発信していますので、ホームページをぜひご覧ください。▶▶▶▶ https://www.jili.or.jp/

225

夢
を
支
え
る
生
命
保
険　

岩
手
県　

岩
手
県
立
一
関
第
一
高
等
学
校
附
属
中
学
校　

一
学
年　

三み
う
ら浦　

夕ゆ
う
の乃

都
道
府
県
別
賞
一
等

　
「
保
険
っ
て
何
の
た
め
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。」

ま
だ
幼
か
っ
た
私
は
、
目
の
前
で
営
業
職
員
の
小
山
さ
ん
が
、
父

に
生
命
保
険
の
説
明
を
一
生
懸
命
さ
れ
て
い
る
の
を
見
な
が
ら
考

え
て
い
た
。　

　

保
険
を
契
約
し
て
か
ら
、
父
は
大
好
き
な
ス
キ
ー
に
行
か
な
く

な
っ
た
。

「
ど
う
し
て
最
近
ス
キ
ー
に
行
か
な
く
な
っ
た
の
。」

あ
る
日
、
父
に
尋
ね
て
み
た
。
す
る
と
父
は
に
っ
こ
り
ほ
ほ
笑
み
な

が
ら
話
し
て
く
れ
た
。

「
何
年
か
前
に
保
険
に
入
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
夕
乃
が
将
来
夢
を

叶
え
る
た
め
に
安
心
し
て
勉
強
す
る
の
に
必
要
な
お
金
な
の
だ
よ
。

毎
月
そ
の
お
金
を
保
険
料
と
い
う
形
で
納
め
て
い
る
。
そ
の
お
金
を

捻
出
す
る
た
め
に
、
今
は
何
か
を
我
慢
し
な
け
れ
ば
ね
。」

そ
の
時
初
め
て
、
父
が
保
険
を
か
け
て
い
た
の
は
、
私
の
た
め
だ
っ

た
こ
と
を
知
っ
た
。
大
好
き
な
ス
キ
ー
を
止
め
て
ま
で
。
そ
れ
と
同

時
に
父
に
保
険
を
勧
め
て
く
れ
た
小
山
さ
ん
の
姿
も
思
い
出
し
た
。

な
ぜ
あ
ん
な
に
熱
心
に
説
明
し
て
下
さ
っ
た
の
か
、
ど
う
し
て
も
知

り
た
く
な
り
、
小
山
さ
ん
に
お
話
を
伺
う
機
会
を
頂
い
た
。

　
「
人
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
必
ず
お
金
が
か
か
り
ま
す
。

退
職
し
た
後
の
老
後
や
死
後
の
お
葬
式
代
で
す
ら
お
金
が
必
要
で

す
。
家
族
や
自
分
に
万
が
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
時
の
お
金
の
準
備
を

す
る
こ
と
が
保
険
の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。」

小
山
さ
ん
は
き
っ
ぱ
り
と
言
っ
た
。
小
山
さ
ん
自
身
、経
済
的
に
困
っ

て
い
る
時
に
あ
る
保
険
を
提
案
さ
れ
た
。
自
分
の
願
い
に
ぴ
っ
た
り

の
保
険
内
容
を
見
て
、『
こ
れ
で
自
分
に
何
か
が
あ
っ
た
時
も
家
族

は
大
丈
夫
。』
と
い
う
大
き
な
安
心
感
に
包
ま
れ
た
。
そ
れ
に
感
動

10



新刊のご案内

｢介護保障ガイド｣改訂版ができました！
「介護保障ガイド」は、公的介護保険制度と
生命保険会社の介護保険の仕組みなどを図
表や Q&A にまとめ、わかりやすく解説し
た小冊子です。
今回の改訂では、公的介護保険制度の主な
改正内容（現役並所得者の高額介護サービ
ス費の負担限度額引上げなど）を掲載しま
した。また、社会的に関心が高まっている
フレイル（加齢により衰えた状態）を予防
するためポイントなどを紹介しています。
お申込は ( 公財 ) 生命保険文化センターホーム
ページ (https://www.jili.or.jp/)でどうぞ。
電子版を Amazon で販売しています！

タイムリー、そして役立つ情報が満載！ 
メールマガジンのご登録をぜひどうぞ
生命保険文化センターでは毎月数回、社会保障
制度の動向や税制改正など役立つ情報をメール
マガジンにて無料でお届けしています。
登録はホームページ上のバナーから簡単にでき
ます。また、スマートフォンからはQRコードの
利用が便利です。

し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
営
業
職
員
の
仕
事
に
就
く
こ
と
を
決
心
さ

れ
た
そ
う
だ
。

　

私
が
最
も
心
に
残
っ
た
の
は
、
小
山
さ
ん
の
仕
事
に
対
す
る
姿
勢

だ
。
小
山
さ
ん
は
、
お
客
さ
ん
に
万
が
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
時
、
本

人
だ
け
で
な
く
そ
の
家
族
も
経
済
的
に
困
ら
な
い
よ
う
に
、
一
人
一

人
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
プ
ラ
ン
の
提
案
を
心
掛
け
て
い
る
そ
う
だ
。
寝

る
時
間
を
削
っ
て
ま
で
プ
ラ
ン
を
考
え
、
お
客
さ
ん
に
全
力
で
向
き

合
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
お
客
さ
ん
の
一
人

が
私
の
父
な
の
だ
。
お
話
を
伺
う
ま
で
は
〝
生
命
保
険
〟
と
い
う
商

品
を
売
っ
て
、
自
分
の
会
社
の
利
益
を
得
る
こ
と
だ
け
が
、
営
業
職

員
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
た
。

「
も
ち
ろ
ん
、
自
分
が
お
金
を
頂
く
こ
と
も
大
切
で
す
よ
。
私
も
お

金
が
必
要
で
す
か
ら
。」

小
山
さ
ん
が
笑
っ
た
。
そ
し
て
、
ま
っ
す
ぐ
に
私
を
見
つ
め
て
こ
う

言
っ
た
。

「
で
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
の
お
客
様
が
安
心
し
て
人
生

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
の
力
に
な
り
た
い
の
で
す
。
だ
か
ら
、

自
分
が
お
金
を
頂
く
こ
と
と
、
お
客
様
の
人
生
は
ど
ち
ら
も
大
切
で

す
。
比
べ
ら
れ
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
、『
保
険
な
ら
小
山
さ
ん
』
と
、

言
わ
れ
る
く
ら
い
信
頼
さ
れ
る
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
れ
か
ら
の
自
分
に
期
待
し
て
い
ま
す
。」

　

父
と
小
山
さ
ん
、
二
人
の
考
え
方
に
は
共
通
点
が
あ
る
と
思
う
。

そ
れ
は
、
ど
ち
ら
も
〝
万
が
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
時
に
、
自
分
の
大

切
な
人
が
困
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
。〟
そ
し
て
〝
自
分
の
大
切
な

人
を
幸
せ
に
し
た
い
。〟
と
い
う
強
い
思
い
だ
。

　

私
は
、
将
来
小
学
校
の
先
生
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の

夢
に
近
づ
く
た
め
、
ピ
ア
ノ
の
練
習
を
し
た
り
、
勉
強
を
し
た
り
し

て
い
る
。
で
も
、
そ
れ
は
す
べ
て
自
分
の
た
め
で
あ
り
、
当
た
り
前

の
こ
と
だ
。
今
ま
で
は
、
自
分
が
努
力
し
て
い
る
こ
と
し
か
考
え
ず
、

自
分
だ
け
が
頑
張
っ
て
い
る
気
が
し
て
い
た
。
し
か
し
、
保
険
に
つ

い
て
考
え
、
小
山
さ
ん
の
お
話
を
伺
っ
て
、
そ
う
で
は
な
い
こ
と
に

気
付
い
た
。
私
の
夢
を
応
援
し
よ
う
と
保
険
を
か
け
て
く
れ
て
い
る

父
や
、
そ
の
思
い
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ
っ
て
い
る
小
山
さ
ん
な
ど
、

私
の
人
生
は
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
の
こ

と
に
感
謝
し
、
夢
を
叶
え
た
い
。
そ
し
て
い
つ
か
、「
教
わ
る
な
ら

夕
乃
先
生
」
と
言
わ
れ
る
プ
ロ
に
な
り
た
い
。

B5判・52 ページ
（オールカラー）
１部 200 円

( 税込価格、送料別 )

メール
マガジン
メール
マガジン

登録
受付

毎

月配信

2回
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Q&A
社会保険

昭
和
33
（
１
９
５
８
）
年
10
月
生
ま
れ

の
会
社
員
（
男
性
）
で
す
。
今
年

（
２
０
２
１
年
）
10
月
に
満
63
歳
に
な
り
、
老

齢
厚
生
年
金
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

が
、
年
金
が
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
も
働
い

て
い
て
収
入
が
あ
る
と
年
金
が
減
額
さ
れ
て
少

な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
聞
き
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
な
の
で
し
ょ
う
か
。

月
給
と
本
来
の
年
金
額
（
月
額
）
の
合

計
が
28
万
円
を
超
え
る
と
減
額
さ
れ
ま

す
。
給
与
の
額
が
多
い
と
き
は
、
年
金
の
全
額

が
カ
ッ
ト
さ
れ
、
ゼ
ロ
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

QA

す
。
こ
の
28
万
円
の
基
準
は
２
０
２
２
年
４
月

に
、
47
万
円
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

「
年
金
＋
給
与
」が

「
年
金
＋
給
与
」が
2828
万
円
以
上
で

万
円
以
上
で

減
額
減
額

老
齢
厚
生
年
金
は
、
厚
生
年
金
保
険
の
被
保

険
者
と
し
て
働
き
な
が
ら
受
給
す
る
場
合
、
一

定
の
計
算
方
法
に
よ
っ
て
減
額
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
計
算
方
法
は
65
歳
未
満

と
65
歳
以
上
と
で
異
な
り
、
65
歳
未
満
の
場

合
、
給
与
（
注
１
）
と
年
金
額
（
月
額
）
の
合
計

が
28
万
円
を
超
え
る
と
超
え
た
金
額
の
２
分

の
１
が
カ
ッ
ト
さ
れ
ま
す
（
注
２
）。

た
と
え
ば
年
金
が
月
額
10
万
円
の
場
合
、
月

給
が
18
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
合
計
で
28
万
円

以
下
な
の
で
、
減
額
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
月
給
が
20
万
円
で
あ
れ
ば
、
年
金
と
給
与

の
合
計
30
万
円
か
ら
28
万
円
を
引
い
た
２
万
円

を
２
分
の
１
に
し
た
１
万
円
が
減
額
さ
れ
、
本

来
10
万
円
の
年
金
は
９
万
円
し
か
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。
月
給
が
40
万
円
の
場
合
は
減
額
が
11
万

円
（
＝
（
50
万
円

－

28
万
円
）
÷
２
）
と
な
り
、

年
金
額
10
万
円
を
上
回
り
ま
す
の
で
、
全
額
が

在職による年金カット、
縮小へ

第 54 回

支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。                   

２
０
２

２
０
２
22
年
４
月
に
基
準
緩
和

年
４
月
に
基
準
緩
和

65
歳
以
上
の
場
合
、
こ
の
28
万
円
の
基
準

は
47
万
円
（
注
３
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
65
歳
以
上
の
ほ
う
が
減
額
の
基
準
が
緩
く

な
っ
て
い
ま
す
。
65
歳
未
満
の
場
合
も
来
年

（
２
０
２
２
年
）
４
月
に
28
万
円
基
準
が
47
万

円
基
準
に
変
更
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
相

談
者
の
場
合
、
来
年
４
月
分
（
支
給
は
６
月
）

以
降
、年
金
額
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

先
ほ
ど
の
年
金（
月
額
）10
万
円
の
例
で
は
、

月
給
が
20
万
円
の
場
合
、
現
在
は
1
万
円
カ
ッ

ト
さ
れ
ま
す
が
、
来
年
4
月
分
以
降
は
、
年

年金10万円（月額）の
場合のカット額

月給 現在 2022 年
４月分以降

10 万円 ゼロ
（10万円） ➡ ゼロ

（10万円）

20 万円 １万円
（9万円） ➡ ゼロ

（10万円）

30 万円 6 万円
（4万円） ➡ ゼロ

（10万円）

40 万円 11万円
（ゼロ） ➡ 1.5 万円

（8.5万円）

50 万円 16 万円
（ゼロ） ➡ 6.5 万円

（3.5万円）

60 万円 21万円
（ゼロ） ➡ 11.5万円

（ゼロ）
カッコ内は減額後の年金額（月額）
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クリアーな一日の作り出し方

★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

♥Profile

桐生純子
（株）Feel Communication　代表取締役  
（コミュニケーションクリエーター）
富士銀行勤務を経て、米国プログラムの研修会社で
教育トレーナーを経験の後、起業。
オンラインを活用したセミナー・講演・研修を数多
く実施。コミュニケーショントレーニングの受講
者は全国規模で 5 万人を超える日本では数少ない
ヒューマンスキル分野で 20 年以上のエキスパート。
中でも女性の自立・起業支援の活動には情熱が高く

「自分を活かす」ことをテーマにした講演・セミナーは業種を超えて大好評。
日経 BP コラムニスト、2 児の母。
セミナー・講演イメージ→https://fcommu.net/

まだまだ夏の暑さが残り、気持ちと体の切り替え
が難しい時期ですね。夜はぐっすりと眠れて
いますか？
さて、先月号で取り上げた「何となくルーティーン
になっていること」が生活の質にも大きくかかわっ
ていることはお伝えしましたが、今回は、目覚め
た時に気持ち良いコンディションを作り出すため
に大切なことについてお話ししましょう。
私もついついやってしまいがちなのですが、寝
る直前までスマホやパソコンの画面を見ている
と私たちの体内時計が光の影響をダイレクトに
受けてしまうため、心と体は就寝モードなのに
脳は様々な刺激を受けてアクティブモードのまま
なのでバランスを崩してしまうのです。
既にスマホを使わない生活は難しいですが、
「デジタルデトックス」と
いう言葉をよく耳にするよ
うになりました。やはり、
つい見過ごしがちな小さ
な行動に「これはスッキリ
した目覚めにつながる？」
という自分への問いが
役に立ちそうですね。

金
と
月
給
の
合
計
が
47
万
円
以
下
に
収
ま
る

の
で
減
額
は
な
く
な
り
10
万
円
が
ま
る
ま
る

支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
月
給
40
万

円
の
場
合
は
、
合
計
で
47
万
円
を
超
え
る
の

で
減
額
は
続
き
ま
す
が
、
減
額
さ
れ
る
の
は

1.5
万
円
（
＝
（
50
万
円

－

47
万
円
）
÷
２
）

に
と
ど
ま
り
ま
す
（
年
金
額
は
ゼ
ロ
で
あ
っ

た
も
の
が
8.5
万
円
に
な
り
ま
す
）。

な
お
、
こ
の
変
更
は
２
０
２
２
年
４
月
１

日
時
点
で
す
で
に
65
歳
以
上
に
な
っ
て
い
る

人
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
１
９
５
７

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
が
対
象
で

す
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
65
歳
未
満
で
老
齢

厚
生
年
金
が
支
給
さ
れ
る
の
は
、
男
性
は

１
９
６
１
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
、
女
性

は
１
９
６
６
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
人

な
の
で
、
こ
の
改
正
の
恩
恵
を
受
け
る
の
は
、

一
部
の
人
に
限
ら
れ
ま
す
が
、
対
象
者
に
と
っ

て
は
大
き
な
恩
恵
で
す
。

（
注
１
）
正
確
に
は
、
標
準
報
酬
月
額
と
「
過
去
１
年
間
の
標
準
賞
与
額
の
合
計

÷
12
」
の
合
計
額
（
総
報
酬
月
額
相
当
額
）。
賞
与
が
な
け
れ
ば
、
お

お
む
ね
月
給
の
額
と
な
る
。

（
注
２
）
年
金
（
月
額
）
28
万
円
以
下
、
か
つ
総
報
酬
月
額
相
当
額
47
万
円
以
下

の
場
合
。
そ
れ
以
外
の
場
合
は
異
な
る
計
算
方
法
に
な
っ
て
い
る
。

（
注
３
）
法
定
額
は
48
万
円
で
あ
り
、
名
目
賃
金
変
動
率
に
応
じ
て
毎
年
度
改
定

さ
れ
る
。
47
万
円
は
２
０
２
１
年
度
の
額
。
し
た
が
っ
て
、
２
０
２
２

年
度
は
47
万
円
で
は
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

Profile

武田祐介
社会保険労務士、
1 級 フ ァ イ ナ ン
シャル・プランニ
ング技能士
ファイナンシャル・
プランナーの教育
研修、教材作成、書籍編集の業務に長く
従事し、2008 年独立。武田祐介社会保険
労務士事務所所長。生命保険各社で年金
や FP 受験対策の研修、セミナーの講師
を務めている。
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お客様からの感謝の声お客様からの感謝の声
終生癒えることのない長男との別れの哀しみ。    　　　　
たくさんの思い出と温かい人達を遺してくれた

末
期
の
舌
が
ん
が

末
期
の
舌
が
ん
が

3131
歳
の
命
を
奪
っ
た

歳
の
命
を
奪
っ
た

　

今
回
ご
登
場
い
た
だ
く
お
客
様
は
、
長
野
県

在
住
の
Ｈ
さ
ま
で
す
。
4
年
前
の
秋
、
Ｈ
さ
ま

の
ご
長
男
様
は
31
歳
の
若
さ
で
ご
逝
去
。
筆
舌

に
尽
く
し
が
た
い
悲
し
い
お
別
れ
で
し
た
。

「
亡
く
な
る
1
年
前
に
ス
テ
ー
ジ
２
の
舌
が
ん

が
見
つ
か
り
ま
し
た
が
、
手
術
後
、
早
期
に
仕

事
復
帰
で
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
半
年
後
に

再
発
。
す
で
に
末
期
の
状
態
で
し
た
」

　

ご
長
男
様
は
、
大
学
院
を
卒
業
し
て
か
ら
中

学
校
の
講
師
を
し
て
い
ま
し
た
。
発
病
し
た
と

き
の
勤
務
先
は
、
２
つ
め
の
中
学
校
で
し
た
。

ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
長
野
支
社
中
野
営
業
所
の
小お

川が
わ

文ふ
み

子こ

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
ご
長
男
様
は
、
最
初
に
勤
務
さ
れ
た
中
学
校

で
教
職
員
専
用
の
生
命
保
険
に
加
入
し
ま
し

た
。
担
当
者
が
退
職
し
、
私
は
５
年
前
に
初
め

て
お
会
い
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
教
師
へ
の

夢
を
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
、
誠
実
な
お
人
柄

が
印
象
的
で
し
た
」

　

ご
長
男
様
の
発
病
は
、
小
川
さ
ん
と
初
め
て

会
っ
て
か
ら
数
ヵ
月
後
の
こ
と
で
し
た
。

「
夏
休
み
以
降
お
会
い
で
き
な
い
ま
ま
、
病
気

の
た
め
退
職
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
伺
い
、
生

命
保
険
の
継
続
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
」

　

Ｈ
さ
ま
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「『
教
職
員
だ
け
が
加
入
で
き
る
生
命
保
険
が
あ

る
ん
だ
よ
』
と
話
し
て
い
ま
し
た
が
、
詳
し
く

は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
亡
く
な
っ
て
か
ら
説

明
を
受
け
、
夫
は
涙
な
が
ら
に
『
親
に
生
命
保

険
を
遺
す
な
ん
て
』
と
怒
っ
て
い
ま
し
た
」

　

小
川
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
ご
葬

儀
後
で
し
た
。
私
は
担
当
を
外
れ
て
い
ま
し
た

が
、
子
ど
も
を
持
つ
身
と
し
て
、
人
ご
と
と
は

思
え
ず
、
ご
焼
香
に
伺
い
ま
し
た
」

　

Ｈ
さ
ま
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
悲
し
み
の
ど
ん
底
に
い
た
私
は
、
同
世
代
の

小
川
さ
ん
の
温
か
い
気
遣
い
や
心
の
こ
も
っ
た

お
話
に
癒
さ
れ
ま
し
た
」

　

小
川
さ
ん
は
、
今
で
も
月
命
日
に
必
ず
ご
焼

香
に
訪
れ
て
い
ま
す
。
Ｈ
さ
ま
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

夫（64歳　会社員）　Ｈさま（59歳　会社員）　
長男（享年 31歳）　次男（33歳　会社員）　長女（31歳　会社員）

Vol. 199　

お客様
プロフィール
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「
子
ど
も
に
先
立
た
れ
た
哀
し
み
は
、
終
生
癒

え
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
小
川
さ
ん
の
協

力
の
も
と
、
長
男
の
遺
志
を
継
ぐ
た
め
に
、
学

校
や
病
院
に
寄
附
を
し
ま
し
た
」

　

Ｈ
さ
ま
ご
家
族
の
こ
れ
ま
で
の
道
の
り
と
生

命
保
険
へ
の
思
い
を
お
伺
い
し
、
小
川
さ
ん
の

お
話
を
交
え
て
、
こ
こ
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

「
野
球
部
の
監
督
に
な
っ
て

「
野
球
部
の
監
督
に
な
っ
て

生
徒
達
と
甲
子
園
に
行
き
た
い
」

生
徒
達
と
甲
子
園
に
行
き
た
い
」

　

ご
長
男
様
の
夢
は
、
高
校
教
師
で
し
た
。

「
小
学
生
の
時
か
ら
、
野
球
が
大
好
き
で
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
足
の
ケ
ガ
が
原
因
で
高
校
で
は

活
躍
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
学
で
は
野
球
部

の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
常
々
、

高
校
教
師
に
な
っ
て
野
球
部
の
監
督
を
し
て
、

生
徒
た
ち
と
甲
子
園
の
土
を
踏
む
こ
と
が
夢
と

語
っ
て
い
ま
し
た
」

　

大
学
卒
業
後
、
お
父
様
と
恩
師
の
勧
め
も
あ

り
、
教
員
を
養
成
す
る
大
学
院
に
進
学
。
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
志
を
同
じ
く
す
る
仲
間
た

ち
と
充
実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

「
経
済
的
に
親
に
甘
え
ず
、
奨
学
金
と
ア
ル
バ

イ
ト
代
で
学
費
を
ま
か
な
っ
て
い
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
友
人
た
ち
と
刺
激
的
な
日
々
を
送
っ

て
い
た
よ
う
で
す
が
、
教
員
採
用
試
験
は
残
念

な
結
果
で
し
た
」

　

長
野
県
の
教
員
採
用
試
験
の
競
争
率
は
高
く
、

一
発
合
格
を
勝
ち
と
れ
る
人
は
ご
く
一
握
り
。

ご
長
男
様
は
「
次
こ
そ
合
格
す
る
！
」
と
、
非

正
規
雇
用
の
講
師
と
し
て
働
き
な
が
ら
、
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
道
を
選
び
ま
し
た
。

「
は
じ
め
て
勤
務
し
た
の
は
、
自
宅
か
ら
通
え

る
中
学
校
だ
っ
た
の
で
、
久
し
ぶ
り
に
家
族
の

元
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
内
心
う
れ
し

か
っ
た
の
で
す
が
、
残
業
も
休
日
出
勤
も
い
と

わ
な
い
働
き
ぶ
り
で
、
家
に
い
る
時
間
は
少
な

か
っ
た
で
す
。『
先
輩
の
教
師
に
囲
ま
れ
、
や

り
が
い
が
あ
る
』
と
張
り
切
っ
て
い
ま
し
た
」

　

し
か
し
、
多
忙
な
仕
事
と
採
用
試
験
準
備
の

両
立
は
想
像
以
上
に
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

３
年
間
の
講
師
期
限
中
も
合
格
は
困
難
で
し
た
。

次
に
遠
方
に
あ
る
中
学
校
か
ら
声
が
か
か
り
、

自
宅
か
ら
通
え
ず
、宿
舎
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。

「
新
生
活
を
始
め
て
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
電

話
で
『
の
ど
の
痛
み
が
と
れ
な
い
ん
だ
よ
ね
』

と
言
っ
て
い
た
の
が
、
気
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
夏
休
み
に
帰
宅
し
た
と
き
、『
口
内
炎

が
治
ら
な
い
』
と
言
う
の
で
口
の
中
を
見
た
と

こ
ろ
、
口
内
炎
だ
け
で
は
な
く
、
舌
に
ひ
ど
い

亀
裂
が
入
っ
て
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
」

　

Ｈ
さ
ま
は
た
だ
ご
と
で
は
な
い
と
察
知
し
、

す
ぐ
に
一
緒
に
病
院
に
向
か
い
ま
し
た
。
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「
息
子
さ
ん
の
死
を
覚
悟
し
て

「
息
子
さ
ん
の
死
を
覚
悟
し
て

く
だ
さ
い
」
と
告
げ
ら
れ
た

く
だ
さ
い
」
と
告
げ
ら
れ
た

「
医
師
は
ひ
と
目
で
が
ん
だ
と
分
か
っ
た
よ
う

で
す
。
精
密
検
査
の
結
果
、
ス
テ
ー
ジ
２
の
舌

が
ん
と
確
定
さ
れ
、
手
術
日
候
補
を
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。
長
男
は
、
新
学
期
に
間
に
合
わ
せ
た

い
一
心
で
そ
の
場
で
手
術
日
を
決
定
。
家
族
で

話
し
合
う
こ
と
も
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
と

る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

９
月
に
行
わ
れ
た
手
術
は
腫
瘍
を
切
除
し

て
、
太
も
も
の
肉
を
移
植
す
る
も
の
。
手
術
は

無
事
成
功
し
、
心
配
し
て
い
た
教
師
に
と
っ
て

必
要
な
発
語
や
発
声
な
ど
の
後
遺
症
も
ま
っ
た

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
転
移
も
な
く
、
術
後
の
抗
が
ん
剤
治
療
は
必

要
が
な
い
と
言
わ
れ
、
私
た
ち
家
族
は
心
の
底

か
ら
安
心
し
ま
し
た
。
長
男
は
、
10
月
半
ば
に

仕
事
へ
復
帰
で
き
、
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
術
後

の
2
週
間
に
1
回
の
通
院
も
周
り
の
先
生
達
の

協
力
で
無
事
に
続
け
ら
れ
ま
し
た
」

　

術
後
の
経
過
観
察
で
は
、
毎
回
「
順
調
」
と

言
わ
れ
、
ご
長
男
様
は
以
前
に
も
増
し
て
仕
事

に
ま
い
進
し
て
い
た
の
で
す
が
、
新
年
を
迎
え

た
あ
た
り
か
ら
、
Ｈ
さ
ま
に
「
口
が
う
ま
く
開

か
な
く
な
っ
た
」
と
電
話
で
こ
ぼ
す
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

「
医
師
か
ら
は
年
末
の
C 

T
検
査
結
果
は
良
好

だ
っ
た
か
ら
、
様
子
を
見
ま
し
ょ
う
と
言
わ
れ

る
ば
か
り
。
長
男
は
『
仕
事
を
し
て
い
る
と
き

は
平
気
だ
よ
』
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
の

胸
騒
ぎ
は
治
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
２
ヵ
月
後

に
や
っ
と
受
け
ら
れ
た
M
R
I
検
査
の
結
果

は
、
末
期
の
舌
が
ん
。
言
葉
を
失
い
ま
し
た
」

　

大
学
病
院
に
転
院
す
る
こ
と
に
な
り
、
ご
長

男
様
は
、
医
師
に
「
３
年
生
の
受
験
が
あ
る
の

で
早
く
仕
事
に
復
帰
し
た
い
」
と
強
く
訴
え
ま

し
た
。
そ
し
て
、
す
ぐ
に
放
射
線
治
療
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
決
ま
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
Ｈ

さ
ま
に
は
、
医
師
か
ら
「
息
子
さ
ん
の
死
を
覚

悟
し
て
く
だ
さ
い
」
と
告
げ
ら
れ
た
の
で
す
。

「
校
長
先
生
に
、
息
子
は
復
職
で
き
な
い
と
連

絡
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
心
苦
し
い
が
代
わ
り

の
教
師
を
す
ぐ
に
依
頼
す
る
た
め
に
は
、
退
職

届
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
」

　

ご
長
男
様
は
冷
静
に
受
け
止
め
、「
生
徒
た

ち
の
た
め
に
、
今
す
ぐ
退
職
届
を
出
す
こ
と
が

僕
の
仕
事
だ
」
と
提
出
し
た
の
で
す
。

　

小
川
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
私
は
当
時
、
ご
長
男
様
の
退
職
理
由
は
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
加
入
さ
れ
て
い
る
保
険
は
、

教
師
を
辞
め
て
も
継
続
で
き
ま
す
が
、
ご
長
男

様
に
お
会
い
で
き
な
い
ま
ま
郵
送
で
継
続
の

お
手
続
き
を
し
て
、
担
当
を
外
れ
ま
し
た
」
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長
男
の
遺
志
を
汲
み
取
っ
て

長
男
の
遺
志
を
汲
み
取
っ
て

学
校
や
病
院
な
ど
に
寄
附

学
校
や
病
院
な
ど
に
寄
附

　

放
射
線
治
療
の
副
作
用
は
、
厳
し
い
も
の
で

し
た
。

「
食
事
が
口
か
ら
と
れ
な
く
な
っ
て
、
栄
養
を

補
給
す
る
た
め
に
腹
部
に
穴
を
開
け
て
チ
ュ
ー

ブ
を
設
置
す
る
胃
ろ
う
に
な
り
ま
し
た
。
声
帯

へ
の
影
響
で
会
話
も
で
き
ま
せ
ん
。
頭
が
し
っ

か
り
し
て
い
る
分
、
本
人
の
苦
痛
は
計
り
知
れ

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　

病
室
に
は
、
小
学
校
か
ら
の
友
人
達
が
頻
繁

に
訪
れ
、
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
大
学
院
時
代

の
友
人
達
も
全
国
か
ら
駆
け
つ
け
、
ラ
イ
ン
で

の
励
ま
し
が
ず
っ
と
続
い
て
い
た
そ
う
で
す
。

「
だ
ん
だ
ん
と
テ
レ
ビ
を
観
る
こ
と
も
、
音
楽
を

聴
く
こ
と
も
苦
痛
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、

高
校
野
球
だ
け
は
頑
張
っ
て
観
て
い
ま
し
た
」

　

亡
く
な
る
１
ヵ
月
前
か
ら
ご
両
親
は
交
代
で

病
院
に
泊
り
込
み
ま
し
た
。
ご
家
族
に
看
取
ら

れ
て
、
短
い
生
涯
を
終
え
た
ご
長
男
様
。
ご
葬

儀
に
は
、
最
寄
り
駅
か
ら
弔
問
客
が
長
蛇
の
列

を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

大
学
院
時
代
の
有
志
が
催
し
た
「
偲
ぶ
会
」

に
は
、
大
勢
の
仲
間
だ
け
で
な
く
教
授
も
参
加

し
、
Ｈ
さ
ま
に
ご
長
男
様
の
在
り
し
日
の
い
き

い
き
と
し
た
表
情
を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

中
学
校
の
教
え
子
達
は
、
今
で
も
高
校
の
卒

業
や
大
学
合
格
な
ど
を
、
ご
仏
壇
に
報
告
に
来

て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

「
多
く
の
方
た
ち
か
ら
愛
さ
れ
た
り
慕
わ
れ
た

り
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
す
ご
い

ス
ピ
ー
ド
で
駆
け
抜
け
た
人
生
で
し
た
が
、
い

ろ
い
ろ
な
思
い
出
や
様
々
な
人
た
ち
と
の
関
係

を
遺
し
て
く
れ
ま
し
た
」

　

小
川
さ
ん
も
そ
の
1
人
で
す
。

「
月
命
日
は
、
夫
婦
共
に
仕
事
を
半
日
休
み
ま

す
。
夕
方
に
は
、
小
川
さ
ん
が
白
い
花
を
持
っ

て
焼
香
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
も
う
4
年
続

い
て
い
ま
す
。
小
川
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
で
長
男

の
生
命
保
険
の
一
部
を
、
彼
の
遺
志
を
汲
み

取
っ
て
、
学
校
や
病
院
な
ど
に
寄
附
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
私
は
素
人
な
が
ら
長
男
の
闘
病
記

を
書
い
た
の
で
す
が
、小
川
さ
ん
の
ご
尽
力
で
、

す
で
に
転
勤
さ
れ
た
先
生
た
ち
に
も
贈
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」

　

最
後
に
小
川
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
お
子
様
に
先
立
た
れ
る
こ
と
は
、
言
葉
に
で
き

な
い
ほ
ど
つ
ら
く
悲
し
い
こ
と
で
す
。
ご
長
男

様
の
こ
と
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
、
毎
月
お
祈
り
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
今
で
は
、
家
族
ぐ
る
み
の
お
付

き
合
い
に
発
展
し
ま
し
た
。
こ
の
出
会
い
は
ご

長
男
様
が
結
ん
で
く
れ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
月
命
日
の
ご
焼
香
は
続
け
て
い
き
ま
す
」
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末
比
約
1
1
3
万
口
座
増
）
で
、
総
買
付
額
は

約
7
6
1
4
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

年
代
別
に
見
る
と
、
比
較
的
若
い
世
代
（
20
〜

40
代
）
の
利
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
、
毎
年
40
万
円
ま
で
の

新
規
投
資
額
を
限
度
と
し
て
、
そ
の
利
益
に
か

か
る
税
金
が
20
年
に
わ
た
っ
て
非
課
税
と
な
る

制
度
で
す
。
通
常
、
投
資
で
得
ら
れ
た
利
益
に

対
し
て
は
、
20

・

3
1
5
％
の
税
金
が
課
せ
ら

れ
ま
す
が
、
こ
の
部
分
が
非
課
税
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
投
資
で
1
0
0
万
円
の
利
益
が
出
た

場
合
、
課
税
後
の
手
元
に
残
る
お
金
は
通
常
80
万

円
に
満
た
な
い
額
と
な
り
ま
す
が
、
つ
み
た
て
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
を
使
え
ば
1
0
0
万
円
が
丸
ご
と
受
け

取
れ
ま
す
。
こ
の
違
い
は
大
き
い
で
す
ね
。

つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
投
資
対
象
は
、
金
融

庁
が
認
め
る
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
型
・
ア
ク
テ
ィ
ブ

型
の
投
資
信
託
と
E
T
F
で
す
。
つ
み
た
て
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
は
長
期
に
わ
た
っ
て
積
立
投
資
を
行
い
、

投
資
信
託
を
通
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
商
品
に
資
産

を
分
散
さ
せ
る
こ
と
で
、
じ
っ
く
り
資
産
形
成

す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
な
の
で
、
購
入
で
き
る

商
品
は
手
数
料
が
安
く
、
資
産
形
成
に
役
立
つ

と
考
え
ら
れ
る
商
品
に
絞
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ネ
ッ
ト
証
券
を
利
用
す
れ
ば
、
1
0
0
円

か
ら
投
資
信
託
等
を
購
入
で
き
る
の
で
、
少
額

か
ら
始
め
た
い
方
に
も
向
い
て
い
ま
す
。

少
し
気
に
な
る
の
は
、
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

で
積
み
立
て
た
資
産
を
売
却
し
て
い
る
人
が
、

す
で
に
一
定
数
存
在
す
る
こ
と
で
す
。
先
の
調

査
に
よ
る
と
、
2
0
2
0
年
に
売
却
さ
れ
た
つ

み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
商
品
金
額
の
合
計
は
、
約

5
1
9
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

資
産
を
い
つ
で
も
売
却
（
換
金
）
で
き
る
点
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
た
だ
、
せ
っ
か
く
20
年
非
課

税
で
運
用
で
き
る
の
に
早
い
段
階
で
売
却
し
て

し
ま
う
と
、
そ
の
分
非
課
税
メ
リ
ッ
ト
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
利
益
を
再
び
投

資
に
回
し
て
、
お
金
が
お
金
を
生
み
出
す
複
利

効
果
も
生
か
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
な
る
べ
く
早
く
始
め

て
、
で
き
る
だ
け
長
く
続
け
る
の
が
お
す
す
め

で
す
。
長
期
間
に
わ
た
る
非
課
税
・
複
利
効
果

を
享
受
し
な
が
ら
、
じ
っ
く
り
と
お
金
を
増
や

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

お金にまつわるお金にまつわるエトセトラ

思わ
ず伝えたくなる！

つみたてNISAの利用者が
300万人突破

第　　　 回126

早
く
始
め
て

早
く
始
め
て

長
く
続
け
る
の
が
お
す
す
め

長
く
続
け
る
の
が
お
す
す
め

2
0
1
8
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
つ
み
た
て

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」
の
利
用
者
が
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

金
融
庁
「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
・
ジ
ュ
ニ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
利

用
状
況
調
査
」
に
よ
る
と
、
2
0
2
0
年
末
時

点
の
口
座
開
設
数
は
約
3
0
2
万
口
座
（
前
年

18



ブロック・地方協会からのボランティア・公益事業活動レポート

福井県協会は、2021 年 1 月 31 日、生命保険
の日にあわせて去る 2 月 1 日に「愛のドリー
ム募金」の贈呈式を福井県健康福祉部障がい
福祉課にて挙行しました。
当日は、会長、事務局長、社会貢献委員長の
3 人で県庁へ出向き、福井県健康福祉部部長 
窪田裕行氏はじめ県職員の方々にお集まりい
ただき、和やかに贈呈式が執り行われました。
募金は、「ヘルプマーク」（自分の病気、辛さ
を声にして伝えられない方の意思表示カード
になります）の作成資金への援助としての贈
呈です。贈呈式の模様は、地元の新聞にも
取り上げていただきました。

Vol.41

SDGS の取組みにも力を入れたいSDGS の取組みにも力を入れたい

直近の活動としては、6 月 1 日に福井県社会
福祉センター研修室にて、役員、担当幹事
18 名が現地参加し、恒例の福井県支部活動
報告会を開催しました。
担当幹事、役員が福祉センターに集まり38 名の
会員が zoom 参加となりました。
新型コロナウイルス禍の中、規制もあり全体
幹事の集合もできずにいましたが、今年に入り
zoom参加と現地参加において状況を見ながら
開催しています。
新年度は新各委員会が結束して活動に励みた
いと考えています。SDGS の福井県独自の活
動があり、福井県　JAIFAとして適する内容を見
極めて活動を宣言したいと思っております。

「ヘルプマーク」の普及であらゆる方が
住みやすい社会形成に役立てたい

福井県協会　会長　宮本 昌枝

周囲の方に配慮や手助けを周囲の方に配慮や手助けを
必要とされる方のために必要とされる方のために

2021年 2 月3 日 福井新聞掲載

2020 年 5 月 22 日　令和 2 年度支部活動報告の準備風景

出典：東京都福祉保健局 HP
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山形県社会福祉協議会へ
タオル1本運動の活動を行いました

山形の厳しい積雪も春の訪れで、雪解け水となり、自然豊か
な恵みをもたらしてくれます。私たちも困難な状況に負けず、
時勢を鑑み社会貢献活動に励んでいきます。

山形県協会は、他県協会に比べると会員数が
200 名程度の小さな協会です。
冬には地域によっては、2 メートル以上も雪が
積もる所で、冬季の活動は限られてしまいます
が、皆で協力して、自宅に眠っているタオルを
持ち寄る等して、タオル 1 本運動を行い、そ
の輪を広げています。また、地域で活躍されて
いる方をお招きしてセミナー等を開催していま
すがこのような機会にも持参
してもらっています。

山形県協会の良いところは、役員・会員とも皆
仲が良く、一度行事を企画し、いざ開催すると
なるととても協力的です。
例年 1 月に行うタオル 1 本運動はコロナ禍の
ため山形県社会福祉協議会へ会長が代表して
訪問することになり、贈呈式を執り行いました。
まだまだ落ち着かない世の中ですが、明けない
夜はありません。皆様頑張りましょう！

「明けない夜はない」と信じて
 頑張りたい

皆で協力したタオル1本運動

レポーター　椎谷　毅一朗（山形県協会会長／朝日生命）

 ▶山形県 推計人口 105万8,538人
（2021年 6 月1日現在）

鶴岡市にある、国宝の羽黒山五重塔がある参
道は 2446 段もの石段が積まれており、石段
の両側には樹齢 300 年以上ともいわれる見
事な杉並木が続いている。東北の復興を祈り、
希望の光を放つため、例年夏から秋にかけ、期
間限定のライトアップによる夜間参拝も
行われている。光に包まれた五重塔は
昼間の参拝とはまた違った趣を感
じることができる。



愛の

輪を広げよう！輪を広げよう！
ドリーム募金

“１月３１日生命保険の日”全国一斉贈呈式　活動報告
～ JAIFA地方協会一丸となって、社会貢献活動への思いを伝えていこう ～

平成７年よりスタートした「愛のドリーム募金」は、公益法人事業の社会貢献活動の基本柱
として地方協会毎の活動が定着している中、更に「愛のドリーム募金」の拡充と活動の周知を
はかるため、毎年、生命保険の日（1月31日）に併せて「愛のドリーム募金」全国一斉贈呈式を
全国54地方協会にて挙行していく活動を取り入れました。
昨年度は、新型コロナウイルス蔓延により、贈呈式を自粛する地域もございましたが、本年は
各地域の状況を踏まえまして実施しました。皆様に本誌面を通し当日の様子をもって活動報
告とさせていただきます。 
（地域によりましてはコロナ禍の影響により、お写真をお撮りいただけなかった協会もございますので、ランダムに掲載致します。）

全国から喜びの声が届いています !

累計総額　5億6,303万 4,446円
令和3年度募金現在額は154万2,118円です （令和3年7月31日現在）

公益社団法人　生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

理事長　金井　敬司

一人ひとりの協力で
永続的社会貢献活動を続けていきましょう。

今年度以降も、毎年“1月31日生命保険の日”に全国一斉贈呈式を継続してまいります!

旭川協会

栃木県協会

  岩手県協会

東京協会

プ
レ
ゼ
ン
ト
（
第
　
号
59
巻
）
令
和
3
年
　
月
1
日
発
行
（
毎
月
1
回
1
日
発
行
）
昭
和
41
年
5
月
20
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

　編
集
兼
発
行
人

　金
井 

敬
司

　定
価
三
〇
〇
円

　送
料
七
〇
円
（
会
員
の
場
合
、購
読
料
は
会
費
に
含
ま
れ
ま
す
）
企
画
制
作
（
株
）
セ
ー
ル
ス
手
帖
社
保
険
F
P
S
研
究
所 
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